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生徒が主体的に取り組むために有用性をもつ国語科の授業 

―単元の振り返りに着目した授業実践例を通して― 

 

生徒が主体的に国語科の学習に取り組むためには，授業で｢○○が分かるようになった。｣，｢○○

ができるようになった｡｣，｢次は○○を学んでみたい｡｣と思えるように，授業に有用性の視点をも

つことが大切である。学習課題の設定（指導資料 国語第 150号），学習過程の把握（指導資料 国

語第 153号）に続き，本稿は単元の振り返りに着目した教師の手立てについて授業実践例を通して

述べる。 
 

１ 学びの価値を見いだす｢有用性｣の視点 

教科教育研修課では，生徒に｢学びに向かう

力｣を涵養するための四つの視点として｢必要

性｣，｢自律性｣，｢関係性｣，｢有用性｣が大切で

あると提案してきた(指導資料 学習指導第 1

号)。四つの視点の中でも｢有用性｣とは｢学習

に意味を見いだし，自分の資質・能力に自信

がもてる視点｣１）である。生徒が学習に意味

を見いだし，学びの価値を実感することがで

きれば，主体的に国語科の授業に取り組むこ

とができる。生徒が授業に有用性をもち，学

ぶ価値を実感できるようにするために次のよ

うな生徒の姿を目標とする。 

 

(1) 学習の見通しをもつ 

(2) 自分の学習を自己調整できる 

(3) 自己の変容を実感できる 

(4) 単元の学習につながりを感じ，次の 

目標を自分で立てることができる 

 

このような生徒の姿を目指した教師におけ

る手立てについて実践例を用いて紹介する。 

 

２ 有用性をもたせるための手立て 

(1) 学習の見通しをもたせる 

生徒が主体的に学習に取り組むためには，

｢この単元で○○の力を身に付けたい｡｣，｢こ

の単元で○○ができるようになりたい。｣とい

う学習の見通しを生徒自身がもち，授業に臨

むことが必要である。 

 



(指宿商業高等学校 伊藤理恵教諭の実践) 

資料１は単元の導入で，教師が生徒に目的

をもって授業に向き合わせるために示したも

のである。単元の第一次から第三次のそれぞ

れについて身に付けてほしい力と学習内容や

言語活動を示し，学習の見通しをもたせて主

体的に取り組めるようにしており，振り返り

の際にも有効である。 

資料２は毎時間生徒が振り返りを記入する

｢振り返りシート｣に，身に付けてほしい力と

学習の内容を示している。単元を通した自分

の学びを常に言語化することで学びの価値を

実感する機会も得やすくなる。 

(2) 自分の学びを自己調整させる 

『｢指導と評価の一体化｣のための学習評価

に関する参考資料』(以下，参考資料)には，

観点別学習評価の｢主体的に学習に取り組む

態度｣の評価について，｢知識及び技能を習得

したり，思考力，判断力，表現力等を身に付

けたりするために，自らの学習状況を把握し，

学習の進め方について試行錯誤するなど自ら

の学習を調整しながら学ぼうとしているかど

うかという意思的な側面を評価することが重

要である｣２）と示されている。したがって生

徒が自らの学習を調整できるような教師の手

立てが必要である。資料２のように，毎単位

時間，振り返りをする際に｢分かったこと｣，

｢疑問に思ったこと｣を生徒が記入できるよう

にすることにより，次時における目標が立て

やすく，生徒自身が学習を自己調整するのに

役立てられるようにしている。併せて，単元

の途中で振り返りシートの中に資料３のよう

なチェック欄を数回設けることによって，生

徒は単元で身に付けるべき力を再認識し，そ

の力に到達するために次時の目標はどのよう

な要素を取り入れるべきか明確にすることが

できるようになる。 

 

また，資料４は小説の読みを深めるために，

この時間までの学習で生徒が読み深めたこと

を言語化したものである。その際の生徒の言

葉を手掛かりにして教師が問題提起をするこ

とで，次時から作品を読み深める際に追究す

べき観点を見いだすことができ，生徒が自己

調整する手立てにつながる。 

 

資料２ ゴールの目標が見える振り返り

シート 

(伊集院高等学校 海江田彩教諭の実践) 

(伊集院高等学校 海江田彩教諭の実践を基に作成) 

資料３ 振り返りシートに設けたチェック欄 

★身に付けてほしい力★ 

 
【内容読解】 

 
【言語活動】 

資料４ 自己調整につながる教師の言葉掛け

る 



(指宿商業高等学校 伊藤理恵教諭の実践を基に作成) 

(伊集院高等学校 海江田彩教諭の実践を基に作成) 

(3) 自己の変容を実感させる 

生徒が自分の

学習を振り返っ

た際に，｢○○の

力 が 身 に 付 い

た。｣，｢○○がで

きるようになっ

た｣と実感できる

のは，自分が言語

化したものから

｢手応えの実感｣

を得るときであ

る。例えば，資料

５のように初読では，教材文を男女の恋愛と

だけ読み取っていたが，単元の学習後には，

｢和歌｣のやり取りによる男女の心情の機微を

読み取れたという変容を｢手応えの実感｣とし

て受け止められるようになり，内容読解の深

まりを生徒自身が実感できるようになった。

また，長めの文章を書いて文章化させたいと

きには，単なる感想にならないように，生徒

が使う言葉を教師が必要に応じて視点として

定める方法がある(資料６)。このような振り

返りを幾度か重ねることにより，生徒は自己

の変容を実感することができ，この単元で身

に付けた力を振り返ることができる。 

単元の学習前後の変容をクラス全員で共有 

し，そこから考えを深め，学びの価値付けを

する際は，テキストマイニングツール等を活

用するのも有効である。資料７-１は太宰治の

『葉桜と魔笛』の初読後の感想(左部)，単元

学習後のクラス全員の感想(右部)の中で，出

現頻度の高い言葉が強調されるように比較し

たテキストマイニングツールを使った実践で

ある。二つの資料を比較すると，｢思う｣の出

現回数がどちらも最多であるものの，初読の

感想では登場人物を｢強い｣と捉えていた生徒

が多かったのに対し，単元の学習後では｢深

い｣，｢優しい｣という形容詞が多く出現してい

ることが分かる。 

資料７-２は，初読後の感想と単元の学習後

の感想のそれぞれにだけ使われていた言葉の

分析である。大型スクリーン等で共有しなが

ら単元を振り返ることで，自分の考えにはな

かった級友の考えから，自分の考えを広げた

り深めたりすることができる。 

 
(古典 B 単元名 ｢歌物語｣の
人物の心情の変化について考

えよう)の実践例より 

資料５ 変容を実感させるため

のワークシートの工夫 

資料６ 教師が視点を定めた振り返り 

資料７-１ テキストマイニングツールによる生徒の振り 

返りにおける変化(出現回数が多いほど中央に) 

寄り大きな字になる) 

(指宿商業高等学校 伊藤理恵教諭の実践を基に作成) 

資料 ７-２ テキストマイニングツールによる生徒の振

り返りにおける変化(単語分類，出現回数順) 

初読後 学習後 



(指宿商業高等学校 伊藤理恵教諭の実践を基に作成) (国立教育政策研究所 「指導と評価の一体化」のための

学習評価に関する参考資料 p.60) 

資料７-３は，文章中で頻出度数が高かった

単語だけではなく，特徴的な単語に注目して

テキストマイニングしたものである。教師が

注目すべき考えにつながる言葉を拾い，全員

で考えを深めるきっかけをつくることができ

る。この場合，｢軍艦マーチ｣が聞こえる場面

を全員で振り返り，心情の変化を共有するこ

とができるようにしている。このように生徒

の実態，授業の内容に合わせてテキストマイ

ニングツールを活用することで，生徒は学び

の価値をより強く実感できる。 

(4) 単元の学習につながりを感じさせ，自

分で次の目標を立てさせる 

自分がこの単元で｢どのような力を身に付

けられたか。｣ということを実感し，｢次は○

○を学びたい。｣と思うことができれば国語科

の学習に主体的に取り組む姿につながる。そ

のためには，教師が単元において身に付けさ

せたい資質・能力を意識し，生徒が効果的に

学び，資質・能力の定着が図れるような単元

計画を行う必要がある。 

資料８は国立教育政策研究所が例示してい

る年間指導計画表である。単元ごとにどの領

域(｢話すこと・聞くこと｣，｢書くこと｣，｢読

むこと｣)でどのような資質・能力を身に付け

るかということが一覧できるようになってい

る。 

年間指導計画表を作成する上で留意しなけ

ればならないことは，全てを年間指導計画ど

おりに実施しなければならないというわけで

はなく，年度途中であっても生徒の実態に応

じて改善するなど柔軟な対応が求められる。

そのため，教科部内での情報交換が常に必要

であり，その情報が互いの授業を改善する視

点にもなり得る。時には生徒と一緒に, 学ん

できたことを想起しながら，次時で身に付け

る力を考えることができれば，有用性をもつ

生徒の姿が見られる。 

３ 生徒が主体的に取り組む姿を目指して 

振り返りは生徒への支援の視点，教師の授

業改善の視点という意味においても重要であ

る。日々の授業に有用性の視点はあるか，ま

ずは私たち教師が振り返り，生徒に国語を学

ぶ価値を，そして楽しさを伝えていきたい。 
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